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1 は じ め に

米の食味は,品種,天候,地域,土壌,栽培条件等で変

化することが知られている。食味の優劣は官能検査によつ

て決定されるべきであるが,個々の農家の産米には対応し

きれない。これに代わる客観的な評価方法として,既に大

量のデータが存在するS社製の食味計による「食味値」の

活用を考えた。まず,栽培来歴の間き取りをカード形式で

行い,食味値と栽培管理方法との関係を第 1報
けの方法で

解析した。これに基づき,県内の主な土壌グループごとに

食味値向上をねらいとした栽培マニュアルを作成した。

なお,利用対象者としては県内」A営農指導員を想定 し

た。

2 材料及び作成の手順

o)基本データの作成
第 1報
1)で
得られた数量化 I類による統計解析で得られ

た栽培管理項目が食味値に及ぼす効果を「食味値評価」と

した。次に食味値評価の幅 (プ ラス～マイナス)を「食味

値変動幅」とし,こ れらを基本データとし,図 1に示 した

手順でマニュアルの作成を行った。

12)土壌グループの判別法

土色,圃場の河からの位置,水はけの程度,作土以下の

状態の 4つを判別し,対象圃場が属する土壌グループを現

場で判断できるようにした。

(3)チ ェックリストと栽培管理項目の配列

食味値評価の確かさ (偏相関係数)の順で土壌グループ

別に12の栽培管理項目を選び,上位 4つを重要度3と して

重みを付けた。

3 解析結果及び考察

(0 マニュアル作成のフロチャートを図 1に示した。

(2)マニュアルの利用はまず,土壌グループの判,1か ら

入ることから,専門家以外には難解な土壌グループ (従来

の土壌群とはグライ土壌から強グライ土壌を分けたことで

内容的には異なる)の簡易な判別表を作成した。

(3)土壌グループ別チェックリスト中の栽培管理項目は

人為的に変更可能なものを選択し,それが,各土壌グルー

プの食味値の平均値に対して変動する幅を「食味値」変動

幅として,ラ ンクづけし,◎ (食味値向上),× (食味値

低下)によってすべきこと,すべきでないことを明確に示

し,指導の際の利便性,簡便性をはかった。

に)実際活用場面では,土壌グループを判別後,チ ェッ

クリスト中の栽培管理項目を上から順に問答形式で聞き取

りを行い,◎印で行っていない場合は行うようにし,× 印

を行っている場合は止めるように指導することで対象水田

の食味値向上マニュアルができあがる。ここでは例として

黒ボク土壌のチェックリストの一部を示した。

土壌グループ別食味値向

上マニュアル

土壌統を 5土壌グルー

プに区分化
ササニシキは全県 1本

栽培管理項目の仕分

1 選択事項 :土改剤,有機物等
2 階  級 :収量,施肥量等

栽培管理項目と食味

値のデータベース化

食味値と栽培管理項目との関係を統

計解析 (数量化 1類 )

管理項目数=21

土壌グループ別栽培

管理項目の整理

管理項目=12

図 1 マニュアル作成のフローチャート
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表 1 土壌グループの簡易判別法

4 ま と め

前報りで得られた解析結果に基づき,現場で活用可能な

食味値向上栽培マニュアルを土壌グループ別にチェックリ

スト形式で作成した。その概要は,①圃場の土壌グループ

判定のための簡易な判別表の作成。② 5つ の土壌グループ

別に人為的に変更可能な栽培管理項目と食味値との関係を

明らかにした。③食味評価値の幅が大きい順に並べ,◎ ,

×を付記して励行すべきこと,すべきでないことを明確に

表2 土壌グループ別食味値アップチェックリスト
(黒ボク土壌グループの一部)

した。④現場では,聞き取りにより,◎項目で行っていな

い場合は行うように,×項目で行っている場合は止めるよ

うに指導することで食味値向上のための処方箋 (マニュア

ル)ができあがる。
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